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・「변자음화  교육의  중요성에  관해서 -변자음화와  일본어의  促音 /撥音의 발음 
 특징과의 대조를 통해서-（変子音化教育の重要性について－変子音化と日本語の促 
 音/撥音の発音の特徴との対照を通して－）」『第 26 回国際韓国語教育学会国際学術大 




・「日本人韓国語学習者の為の韓国語の発音変化の諸規則」『リベラル・アーツ 10 号』 
 pp.35-54. 2016 年 3 月. 
・「변자음화에 관해서（変子音化について）」第 21 回岩手韓国語教育研究会、2016 年 
 7 月 9 日、岩手県立大学アイーナキャンパス 
 
〈講演〉 
・仙台韓国語教育院主催、2015 年韓国語教育者セミナー、2015 年 5 月 9 日「韓国語の 




・第 7 回日本韓国語教育学会学術大会 主宰，2016 年 10 




・일본 한국어교육학회 오사카에서 학술대회（日本韓国語教育学会大阪で学術大会）， 
재외동포신문（在外同胞新聞），2016 年 10 月. 
・오사카서 제 7 차 일본한국어교육학회 학술대회（大阪で第 7 回日本韓国語教育学会 







・2017 年 4 月～9 月 NHK ラジオ「まいにちロシア語入門編 声に出して覚えるロシア
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研究』第 6 号、2015 年。 





ークの確立』（2011 年度～2015 年度 科研費 基盤研究（B） 研究成果最終報告書）
研究分担者、2016 年 3 月。 
・単著「中露国境紀行：印象記」特定非営利法人 国境地域研究センターHP 
 （http://borderlands.or.jp/essay/essay018.html）2016 年 9 月。 
・単著「教科書の誤りをとおして検証する日本ロシア語教育の特殊性」（2014 年度～2017
年度 科研費 基盤研究（C） 研究実施状況報告書）研究代表者、2017 年 5 月。 
 
【社会活動】 
・2010 年～2016 年 日本ロシア語教育研究会 編集委員長 
・2014 年～ ロシア語能力検定試験 岩手県会場（本学滝沢キャンパス）担当 
・2015 年～2017 年 ロシア語通訳協会会長 
・2016 年～ ロシア･東欧学会 編集委員 
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・短期留学に向けた事前指導 （平成 27-28 年度実施） 
  国際交流プログラムによりスペイン・アルカラ大学に短期留学する学生に対して、昼 
  休み時間帯を利用し、事前スペイン語特別レッスンを平成 27 年度 10 回、平成 28 年 
  度 12 回実施。 
・長期留学指導（平成 26-27 年度） 
  メキシコ政府奨学金に応募を希望する学生の指導を行い、2年続けて各 1名合格させた。 
・長期留学中の学生指導（平成 26-27 年度） 




該学生は、帰国時時点で DELEB1 中級レベルに合格した。 
  (2) 私費長期留学生 3 名に同様の指導を実施した（平成 27 年度アルゼンチン留学 1 名、
アメリカ留学 1 名、平成 28 年度オーストラリア留学 1 名）。 
・短期、長期留学から帰国後の学生へのスペイン語による指導（平成 28 年度） 
  (1) スペイン語自由聴講クラスにおいて、スペイン、アルカラ大学短期留学を終えた学
生および将来的に留学を検討中の学生たちと相談のうえ日本語ではなくスペイン語
によるスペイン語の授業を実施した。 
  (2) メキシコへ長期留学した学生に、スペイン語によるスペイン語の課外授業を実施。 
・国際交流プログラム・スペイン語短期留学視察（平成 27-28 年度実施） 





た。（平成 26-28 年度）この結果、ヨーロッパ言語共通参照枠 B１中級レベルに１名、B
２中上級レベルに 1 名が合格した。（平成 27 年度）  
・その他の教育活動の成果    
 (1) 本学卒業生で、外務省嘱託職員としてラテンアメリカで仕事をしていた学生が本学
の職業キャリアの授業の講師として講演を実施した。（平成 27 年度） 
  (2) independent user レベルの卒業生がスペイン語圏支店派遣社員として、また日本在住外
国人向け病院のスペイン語話者医療職員として就職した。（平成 27-28 年度） 






〈アメリカ現地研修を含むプロジェクト F (アメリカン・スタディーズ)の取り組み〉 
・学生たちへの細かな指導上の工夫により、学習成果が大幅に向上した。初年度は、授業
─ 62 ─
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  (1) 基盤研究（C）（一般）、平成 26－28 年度、中国農村社会における農地の生活保障的
機能の変容と「新農保」制度に関する実証研究、研究代表者、3,341 千円。この助成
研究では、中国湖北省および広東省における農村年金制度である「新農保」制度の試
行実施状況を中心に調査研究を行った。研究の成果は「ARSA（Asian Rural Sociology 
Association）（アジア農村社会学会） （学術論文／査読付き）」「第 65 回日本現代中
国学会大会（学会発表／口頭発表・一般）」「第 14 回 IRSA 世界（国際）農村社会学
会（学会発表／ポスター・査読あり）」「第 89 回日本社会学会大会 （学会発表／ポ
スター・一般）」「第 66 回日本現代中国学会大会（学会発表／口頭発表・一般）」にて
公表している。 
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人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 26 年度地域提案型･前期） 
研究成果報告集 3（報告書）」「第 88 回日本社会学会大会 （学会発表／ポスター・一
般）」にて公表している。 






域提案型･前期） 研究成果報告集 4（報告書）」にて公表している。 






















・メディアセンター主催の「読み方書き方講座」（年間に 90 分×3 回）を担当。 
・AO 入試合格者（社会福祉学部と総合政策学部）と推薦入試合格者（看護学部）に対す




 (1) センター試験 
─ 64 ─
平成 26 年度〜平成 28 年度 高等教育推進センター『活動報告』 
 
 
人岩手県立大学地域政策研究センター地域協働研究（平成 26 年度地域提案型･前期） 
研究成果報告集 3（報告書）」「第 88 回日本社会学会大会 （学会発表／ポスター・一
般）」にて公表している。 






域提案型･前期） 研究成果報告集 4（報告書）」にて公表している。 






















・メディアセンター主催の「読み方書き方講座」（年間に 90 分×3 回）を担当。 
・AO 入試合格者（社会福祉学部と総合政策学部）と推薦入試合格者（看護学部）に対す




 (1) センター試験 
平成 26 年度〜平成 28 年度 高等教育推進センター『活動報告』 
 
 
 (2) 本学入試結果分析 





































試合に対する狭義 KJ 法による解明」を発表し、そして、『リベラル・アーツ』第 11 号
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・平成 26 年度第 33 回岩手県ベテランテニストーナメントの、男子 45 歳以上の部において










ーツ』第 9 号. 2015 年. 
・「小津安二郎『東京物語』における反復的時間と不可逆的時間」『岩手県立大学高等教育
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・高橋英也・新沼史和 (2015)「可能を表す ar 動詞における接尾辞 ar の形態統語的役割」
Papers from the 32nd Conference of The English Linguistic Society of Japan (JELS 32): 
146-152. 
・高橋英也 (2015)「日本語の使役起動交替に対する形態統語的アプローチ」『リベラル・
アーツ」9 号: 35-48. 
・高橋英也 (2016)「日本語における派生的結果構文の成立について」『南山大学外国人留
学生別科創立 40 周年記念事業日本語・日本語教育大会論集』: 129-138.  
・高橋英也 (2016)「日本語の存在・所有形式におけるイル・アル交替現象」『リベラル・









院人間文化研究科 言語学講演会, 南山大学, 2015 年 6 月. 
 
〈学会等発表〉 
・高橋英也「自他交替における接尾辞 ar の文法化について」Morphology and Lexicon Forum 
2014, 大阪大学, 2014 年 9 月. 
・高橋英也・新沼史和「日本語における接尾辞 ar の文法化と HAVE/BE 交替について」日
本語文法学会第 15 回大会, 大阪大学, 2014 年 11 月. 
・高橋英也・江村健介「可能動詞の形態統語論に関する一考察：接辞 e の分布の観点から」
日本言語学会第 151 回大会, 名古屋大学, 2015 年 11 月. 
・Niinuma, Fumikazu and Hideya Takahashi "The Syntax of Voice in Kesen," The 12th Meeting of 
Workshop on Altaic Formal Linguistics (WAFL 12), Central Connecticut State University, 2016
年 5 月. 
・高橋英也・江村健介「いわゆるラ抜き言葉の形成における形態統語的制約について」日
本言語学会第 152 回大会, 慶應義塾大学, 2016 年 6 月.  
・高橋英也「可能動詞化の方言上の多様性について：ラ抜き言葉とレ足す言葉の動詞句構









ら」2014 年度〜2016 年度, 科研費 基盤研究（C）（課題番号：26370453）, 研究代表者. 
・「v−システムに関する言語・方言横断的および通時的研究」2014 年度〜2016 年度, 科研




CORNELIA D. LUPSA（基盤教育部・准教授） 
 
TEACHING AND OTHER ACTIVITIES RELATED TO EDUCATION 
・developed new content and syllabi for the new English classes in the English curriculum (2015 
onwards): Essential English (Intermediate classes 3 & 4) and Practical English (Advanced/ 
Intermediate/ Basic) 
・member of the task force (2015-2016) set up to design and implement the new e-learning course 
for second-year students (Essential English III & IV) 
・from 2016, one of the three teachers in charge of Essential English III & IV 
 
RESEARCH AND ACTIVITIES RELATED TO RESEARCH 
〈Book chapters〉 
・2016 『チョムスキー理論事典＜増補版＞』研究社 2016〔原口・中村・金子〔編〕〕（left 
periphery, VP shell, interpretable and uninterpretable features の項目を担当） 
 
〈Research articles〉 
・2014 “The Adverb plus Complementizer Construction in French and Romanian”,  Liberal Arts 8, 
published by Iwate Prefectural University Center for the  Advancement of Higher Education 
 
〈Joint research articles〉 
・2014 Emura, K., N. Kimura, C.D. Lupsa, J. Kim, S. Yamaguchi, H. Hagiwara, N. Yusa (2014) “On 
the Acquisition of Noun-Noun Compounds in Japanese”, Kokusai  Bunka Kenkyū 20, published 
by the Tohoku University School of International Cultural Studies 
 
〈Presentations〉 
・2017 “Pseudo Noun Incorporation in English”, Hokkaido Theoretical Linguistics  Association 
meeting held on Feb.18 at Asahikawa Medical University 
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・2012-2014 Grant-in-Aid for Young Researchers Type B from the Japan Society for the Promotion 
of Science, grant number: 24720220, title: Sentence Adverbs and the  Syntax-Semantics 
Interface 
 




〈Contributions to professional organizations〉 
・2016-2019 Editorial Committee, Tohoku Branch of the English Literary Society of Japan  
・2013-2015 Conference Organization Committee, Tohoku Branch of the E.L.S.J.  
 
CONTRIBUTIONS TO CULTURE AND INTERNATIONAL EXCHANGE 

















・渡部芳栄，2017，「フリーソフト R を用いた IR・ベンチマーキングサイトの試運用―安





・渡部芳栄，2015，「地方公共団体による公立大学法人運営の方針」『大学論集』47 号， pp.153 
-168。 
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・2016 年度：大学基準協会 大学評価委員会 大学財務評価 国・公立大学第１部会委員 
・2014 年度：日本高等教育評価機構 評価員 
  
【その他】 




















ター『リベラル・アーツ』第 9 号 
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・2016 年度：大学基準協会 大学評価委員会 大学財務評価 国・公立大学第１部会委員 
・2014 年度：日本高等教育評価機構 評価員 
  
【その他】 




















ター『リベラル・アーツ』第 9 号 




・「簡易型スピード測定器の設置位置が測定値に与える影響」第 30 回日本ゴルフ学会 
   
【社会的活動】 









 (1) 第 6 回大学体育指導者養成研修会参加 
 (2) 第 7 回大学体育指導者養成研修会参加 
 (3) 第 8 回大学体育指導者養成研修会参加   
 (3) 平成 26 年度大学体育指導者全国研修会参加 
 (4) 「体育実技における授業改善の方向性」高等教育推進センターFD 報告会 










の「省察的な思考」の技術の指導，2012 年 04 月～（継続中） 
・作新学院大学教員免許状更新講習用テキスト『学校と子どもをめぐる教育の最新事情と




・『ワークで学ぶ道徳教育』，ナカニシヤ出版，2016 年 03 月，井藤元編, 畠山大・他著 
・『子どもと共に育ちあうエピソード保育者論』，みらい，2016 年 02 月，井上孝之・山﨑
敦子編, 畠山大・他著 
・『ワークで学ぶ教育学』，ナカニシヤ出版，2015 年 03 月，井藤元編, 畠山大・他著 
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とば」の「教材」論―」『教育思想』43 号，2016 年 03 月（単著） 
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学教育研究フォーラム，京都・京都大学，2017 年 3 月 
・堀之内敏恵「『帝国大学体制』研究の課題と意義」日本教育史学会例会，東京・立教大学， 
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